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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第71期

第２四半期連結
累計期間

第72期
第２四半期連結
累計期間

第71期
第２四半期連結
会計期間

第72期
第２四半期連結
会計期間

第71期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 8,327,2616,304,6724,035,7233,099,57515,316,526

経常損失（千円） △557,990△250,786△149,139△226,343△1,123,579

四半期（当期）純損失（千円） △620,758△403,072△373,569△308,464△1,179,016

純資産額（千円） － － 13,172,03012,036,39912,549,061

総資産額（千円） － － 19,205,92717,070,41817,359,980

１株当たり純資産額（円） － － 2,095.091,914.481,996.00

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（円）
△98.74 △64.11 △59.42 △49.06 △187.53

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 68.6 70.5 72.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
2,745,213△79,040 － － 3,046,681

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△105,816△29,235 － － △146,689

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△2,643,985142,771 － － △3,058,452

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 831,946 712,570 678,074

従業員数（人） － － 359 340 349

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 340     

　（注）　従業員数は就業人員数であり、臨時従業員（準社員及びパートタイマー）は含んでおりません。

(2）提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 304     

　（注）　従業員数は就業人員数であり、臨時従業員（準社員及びパートタイマー）は含んでおりません。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社及び当社の連結子会社は、事業区分が単一セグメントであるため、生産、受注及び販売の状況において、対前年

同四半期比を記載しております。

　(1）生産実績

　当社グループの当第２四半期連結会計期間の生産実績は、次のとおりであります。

品目
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

 前年同四半期比（％）

 土木建築用資材（千円） 2,567,246 82.3

合計（千円) 2,567,246 82.3

　（注）１．金額は製造原価によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績

　当社グループの当第２四半期連結会計期間の商品仕入実績は、次のとおりであります。

品目
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

 前年同四半期比（％）

 土木建築用資材（千円） 291,831 67.0

合計（千円） 291,831 67.0

　（注）１．金額は仕入価額によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　当社グループは見込生産を行っているため、該当事項はありません。

(4）販売実績

　当社グループの当第２四半期連結会計期間の販売実績は、次のとおりであります。

品目
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

 前年同四半期比（％）

 土木建築用資材（千円) 3,099,575 76.8

合計（千円） 3,099,575 76.8

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

　

　（１）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、一部に持ち直しの動きが見られるものの、高い失業率や、長期

的なデフレ傾向が続いており、依然として厳しい状況で推移しました。

　当社グループの主な事業分野である建設・土木業界におきましても、新設住宅着工戸数は対前年同月比において

は徐々に回復の兆しが見えてきておりますが、不動産市況の低迷等によって民間建設投資が低水準で推移し、また

公共投資も大幅に減少しており、極めて厳しい経営環境となりました。

　このような環境のもと、当社グループの当第２四半期連結会計期間における業績は売上高は30億99百万円（前年

同四半期比23.2％減）となりました。営業損失２億52百万円（前年同四半期比56.2％増）、経常損失は２億26百万

円（前年同四半期比51.8％増）となり、四半期純損失は３億８百万円（前年同四半期比17.4％減）となりました。

　

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の残高は、７億12百万円となり、前年同四半期に比べ１億

19百万円の減少となりました。

　当第２四半期連結会計期間における「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、２億28百万円の獲得（前年同四

半期比12億８百万円の減少）となりました。

主な要因としましては、税金等調整前四半期純損失を２億50百万円（前年同四半期は税金等調整前四半期純損失１

億50百万円）を計上しました。売上債権は３億24百万円（前年同四半期は６億99百万円の減少）及びたな卸資産が

68百万円（前年同四半期は７億53百万円の減少）減少したことによるものです。

　当第２四半期連結会計期間における「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、11百万円の支出（前年同四半期

比１百万円の増加）となりました。主な要因としましては、有形固定資産の取得による支出が10百万円（前年同四

半期は８百万円の支出）によるものです。

　当第２四半期連結会計期間における「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、２億27百万円の支出（前年同四

半期比11億70百万円の減少）となりました。主な要因としましては、短期借入金の純減額が２億20百万円（前年同

四半期は14億円の純減額）によるものであります。

　

　（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

　（４）研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、３百万円であります。

なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,400,000 6,400,000
大阪証券取引所

（市場第二部）

完全議決権株式

であり、権利内

容に何ら限定の

ない当社におけ

る標準となる株

式であり、単元

株式数は 100株

であります。

計 6,400,000 6,400,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。 
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（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年７月１日～

平成22年９月30日
－ 6,400,000 － 1,290,800 － 1,205,879

（６）【大株主の状況】

　平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

セントラル硝子株式会社 山口県宇部市大字沖宇部5253 1,104 17.25

北川　芳徳 大阪府交野市 560 8.75

ユービーエス　エージー　ロン

ドン　アカウント　アイピー

ビー　セグリゲイテッド

クライアント　アカウント

（常任代理人　シティバンク

銀行株式会社）

AESCHENVORSTADT　48　CH-4002　BASEL　

  SWITZERLAND

（東京都品川区東品川２丁目３番14号）

322 5.03

東洋物産株式会社 大阪府四條畷市中野新町10番１号 250 3.91

資産管理サービス信託銀行株

式会社

東京都中央区晴海１丁目８番12号

晴海アイランドトリトンスクエア

オフィスタワーＺ棟

220 3.44

トーアミ従業員持株会 大阪府四條畷市中野新町10番20号 194 3.04

北川　恵以子 札幌市中央区 190 2.97

田中　真知子 大阪市鶴見区 161 2.52

玉井　美智子 岡山市東区 140 2.19

野田　耕藏 福岡県飯塚市 112 1.76

計 － 3,254 50.86

　（注）１．当社は自己株式（112,981株、1.77％）を所有しておりますが、表記しておりません。

２．上記の資産管理サービス信託銀行株式会社の所有株式数は、全て信託業務に係るものであります。
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（７）【議決権の状況】

     ①【発行済株式】
 

 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　112,900 － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式6,284,700 62,847 －

単元未満株式 　普通株式　  2,400 － －

発行済株式総数 6,400,000  － －

総株主の議決権 － 62,847 －

　（注）１．「完全議決権株式（自己株式等）」欄の普通株式は、全て自己保有株式であります。

２．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替構名義の株式が1,000株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数10個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　（自己保有株式）

　株式会社トーアミ

　大阪府四條畷市

　中野新町10番20号
112,900 － 112,900 1.77

計 － 112,900 － 112,900 1.77
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 507 495 500 480 468 425

最低（円） 484 466 453 447 426 391

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。　
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 712,570 678,074

受取手形及び売掛金 4,604,533 5,187,920

商品及び製品 666,523 581,969

仕掛品 296,364 252,165

原材料及び貯蔵品 2,235,608 1,726,850

繰延税金資産 60,652 122,082

その他 59,095 77,610

貸倒引当金 △23,553 △30,217

流動資産合計 8,611,795 8,596,455

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 1,296,488

※
 1,345,167

機械装置及び運搬具（純額） ※
 968,431

※
 1,079,571

土地 5,413,825 5,413,825

建設仮勘定 7,000 1,700

その他（純額） ※
 19,872

※
 22,191

有形固定資産合計 7,705,618 7,862,457

無形固定資産

のれん 57,000 66,500

その他 114,365 129,013

無形固定資産合計 171,365 195,513

投資その他の資産

投資有価証券 359,329 455,987

前払年金費用 138,539 149,562

その他 102,412 125,556

貸倒引当金 △18,643 △25,552

投資その他の資産合計 581,638 705,553

固定資産合計 8,458,622 8,763,525

資産合計 17,070,418 17,359,980
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,650,876 1,486,575

短期借入金 2,220,000 2,030,000

未払法人税等 11,480 －

賞与引当金 99,117 104,686

役員賞与引当金 7,500 15,000

その他 397,498 559,531

流動負債合計 4,386,473 4,195,793

固定負債

繰延税金負債 342,558 326,917

退職給付引当金 36,204 35,176

役員退職慰労引当金 257,680 251,800

その他 11,103 1,230

固定負債合計 647,545 615,124

負債合計 5,034,018 4,810,918

純資産の部

株主資本

資本金 1,290,800 1,290,800

資本剰余金 1,207,310 1,207,310

利益剰余金 9,576,882 10,027,108

自己株式 △65,302 △65,266

株主資本合計 12,009,690 12,459,951

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 28,718 87,088

繰延ヘッジ損益 △2,008 2,020

評価・換算差額等合計 26,709 89,109

純資産合計 12,036,399 12,549,061

負債純資産合計 17,070,418 17,359,980
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 8,327,261 6,304,672

売上原価 7,695,963 5,544,387

売上総利益 631,298 760,285

販売費及び一般管理費 ※
 1,218,608

※
 1,069,049

営業損失（△） △587,310 △308,764

営業外収益

受取利息 218 129

受取配当金 2,548 2,478

受取賃貸料 3,829 3,753

為替差益 20,062 48,452

その他 19,542 12,209

営業外収益合計 46,200 67,022

営業外費用

支払利息 14,725 7,084

その他 2,154 1,961

営業外費用合計 16,880 9,045

経常損失（△） △557,990 △250,786

特別利益

貸倒引当金戻入額 4,006 9,947

特別利益合計 4,006 9,947

特別損失

固定資産除却損 1,355 195

特別退職金 － 25,633

環境対策費 － 9,398

特別損失合計 1,355 35,227

税金等調整前四半期純損失（△） △555,340 △276,066

法人税、住民税及び事業税 7,346 7,124

法人税等調整額 58,070 119,880

法人税等合計 65,417 127,005

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △403,072

四半期純損失（△） △620,758 △403,072

EDINET提出書類

株式会社トーアミ(E01441)

四半期報告書

14/24



【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 4,035,723 3,099,575

売上原価 3,587,787 2,826,398

売上総利益 447,935 273,176

販売費及び一般管理費 ※
 609,474

※
 525,593

営業損失（△） △161,538 △252,417

営業外収益

受取利息 116 41

受取配当金 306 421

為替差益 6,636 22,455

その他 11,734 7,344

営業外収益合計 18,793 30,263

営業外費用

支払利息 5,951 3,754

その他 442 435

営業外費用合計 6,393 4,189

経常損失（△） △149,139 △226,343

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 1,674

特別利益合計 － 1,674

特別損失

固定資産除却損 1,064 195

特別退職金 － 25,633

特別損失合計 1,064 25,829

税金等調整前四半期純損失（△） △150,203 △250,497

法人税、住民税及び事業税 3,785 3,563

法人税等調整額 219,580 54,403

法人税等合計 223,365 57,966

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △308,464

四半期純損失（△） △373,569 △308,464
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △555,340 △276,066

減価償却費 240,294 198,095

のれん償却額 9,500 9,500

貸倒引当金の増減額（△は減少） △92,543 △13,574

賞与引当金の増減額（△は減少） △16,392 △5,569

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △15,000 △7,500

退職給付引当金の増減額（△は減少） 417 1,027

前払年金費用の増減額（△は増加） △98 11,023

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △17,265 5,880

受取利息及び受取配当金 △2,766 △2,607

その他の収入 318 －

支払利息 14,725 7,084

固定資産除却損 1,355 195

売上債権の増減額（△は増加） 1,855,905 583,386

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,665,228 △637,511

仕入債務の増減額（△は減少） △534,889 164,300

その他 164,623 △175,710

小計 2,718,073 △138,047

利息及び配当金の受取額 2,773 2,612

利息の支払額 △13,494 △7,054

法人税等の還付額 37,860 63,448

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,745,213 △79,040

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △101,362 △23,084

有形固定資産の売却による収入 101 －

有形固定資産の除却による支出 － △10

無形固定資産の取得による支出 △2,759 △4,382

投資有価証券の取得による支出 △1,945 △2,008

投資有価証券の売却による収入 150 250

投資活動によるキャッシュ・フロー △105,816 △29,235

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 200,000 710,000

短期借入金の返済による支出 △2,750,000 △520,000

自己株式の取得による支出 － △35

配当金の支払額 △93,985 △47,192

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,643,985 142,771

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,588 34,495

現金及び現金同等物の期首残高 836,535 678,074

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 831,946

※
 712,570
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　　　該当事項はありません。

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、

当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失（△）」の科目で表示しております。

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、

当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失（△）」の科目で表示しております。
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【簡便な会計処理】

　　　該当事項はありません。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、8,765,605千円であ

ります。

※　有形固定資産の減価償却累計額は、8,590,418千円であ

ります。

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主たるものは、次のとお

りであります。

運送料 563,274千円

賞与引当金繰入額 39,934千円

役員賞与引当金繰入額 10,000千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,705千円

退職給付費用 26,816千円

貸倒引当金繰入額 7千円

※　販売費及び一般管理費のうち主たるものは、次のとお

りであります。

運送料 466,643千円

賞与引当金繰入額 28,964千円

役員賞与引当金繰入額 7,500千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,880千円

退職給付費用 29,353千円

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主たるものは、次のとお

りであります。

運送料 283,488千円

賞与引当金繰入額 26,563千円

役員賞与引当金繰入額 3,750千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,867千円

退職給付費用 13,045千円

貸倒引当金繰入額 3,259千円

※　販売費及び一般管理費のうち主たるものは、次のとお

りであります。

運送料 229,534千円

賞与引当金繰入額 19,016千円

役員賞与引当金繰入額 3,750千円

役員退職慰労引当金繰入額 3,090千円

退職給付費用 13,500千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在） （平成22年９月30日現在）

現金及び預金勘定 831,946千円

現金及び現金同等物の四半期末残高 831,946千円

　

現金及び預金勘定 712,570千円

現金及び現金同等物の四半期末残高 712,570千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　　　　　　6,400,000株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　　　　　  112,981株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　（１）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

1株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

　定時株主総会
　普通株式 47,153 7.50平成22年３月31日平成22年６月30日　利益剰余金

　　　　　　（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結

　　　　　　　　　会計期間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

1株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月８日

　　取締役会
　普通株式 47,152 7.50平成22年９月30日平成22年12月３日　利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

　当連結グループは建材製品の専門メーカーとして、土木建築用溶接金網及びその他建築材等の製造、販売並びに

他社商品の仕入、販売を営んでおり、単一セグメントであるため、該当事項はありません。

 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　当連結グループは建材製品の専門メーカーとして、土木建築用溶接金網及びその他建築材等の製造、販売並びに

他社商品の仕入、販売を営んでおり、単一セグメントであるため、該当事項はありません。

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

 

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

　海外売上高がないため、該当事項はありません。

 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　海外売上高がないため、該当事項はありません。 

　

【セグメント情報】

当社グループは、土木建築用資材事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。　

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号　平成20年３月21日）を適用しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 1,914.48円 １株当たり純資産額 1,996.00円

２．１株当たり四半期純損失金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 98.74円 １株当たり四半期純損失金額 64.11円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純損失（千円） 620,758 403,072

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 620,758 403,072

期中平均株式数（株） 6,287,098 6,287,063

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 59.42円 １株当たり四半期純損失金額 49.06円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

四半期四半期純損失（千円） 373,569 308,464

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 373,569 308,464

期中平均株式数（株） 6,287,098 6,287,029

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

２【その他】

　平成22年11月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　　（イ）中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　47,152千円

　　（ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　７円50銭

　　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　　平成22年12月６日

　（注）平成22年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月６日

株式会社トーアミ

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 辻内　　章　　　　印  

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松嶋　康介　　　　印  

　当監査法人は、金融商品取引法第 193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社トーアミ

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トーアミ及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注） １. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　       ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年11月８日

株式会社トーアミ

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 辻内　　章　　　　印  

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松嶋　康介　　　　印  

　当監査法人は、金融商品取引法第 193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社トーアミ

の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トーアミ及び連結子会社の平成22年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注） １. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　       ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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